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津山まちじゅう博物館構想

アクションプラン
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久 米 館
テラス空間

エントランス

鉄道の学び室

神南備山展望台

館内庭園
武道体験

里山エリア

加 茂 館
水と森のエリア

阿 波 館
自然体験エリア

勝 北 館
田園エリア

城 下 館
津山城跡と市街地回遊のエリア

城 東 館
津山洋学と歴史探訪エリア城 西 館

大正ロマン探訪エリア

寺町と「おかげ」体験
牛肉食文化プロムナード

城跡展示

神秘体験

梅の里・ホタル

グランピング

トレッキング

城マルシェ

自然科学展示と
未来への技術体験

基督教図書館展示と
未来への学び体験

珈琲と洋学体験

屋根のない博物館の姿 



になってもらう来て 見て 好き

本アクションプランは、津山まちじゅう博物館構想の基本理念「津山遺産を未来に引き継ぐ
ための津山らしさの創造と地域活力の向上」をもとに、「津山が目指す屋根のない博物館の姿」
を実現するために必要な施策や事業（プロジェクト）をまとめたものです。

　それぞれのコアエリアを博物館になぞられ、「コアミュージアム○○館」として、展示物
の活用等を通じた展示物個々の魅力の向上を目指すのみならず、各エリア（館）に数多く
存在する展示物の繋がりによりエリア全体（博物館）の魅力の向上を図ります。

人が集う場所をつくる1

3. 今後予定している事業（プロジェクト）1. アクションプランの目的

2. コアミュージアムの設定

文化財の保存と活用（城泊・城下町泊事業）
景観整備
空き家のリノベーション
コア施設の有効活用

人が集うために必要なものをつくる2
（仮称）まちの体験路線図の制作
多言語音声ガイダンスなどインバウンド対応
交通の利便性向上施策展開（電動シェアサイクルなど）
津山まちじゅう博覧会の開催

主体的に動く人をつくる3
市民懇談会の開催
つやま郷土学の推進

お金を集める4
クラウドファンディング
ＳＰＣ（特別目的会社）設立

新たなしくみをつくる5
津山めぐりツアーの提案
「〇〇ツーリズム」の企画・実施

箕作阮甫顕彰
高等教育機関連携
起業家育成

目指すもの
プロジェクトが

津山に存在する数多の魅力を知ってもらい、

津山のあちこちに
点在する魅力
吉井川・出雲街道

中世山城・神社

だんじり・食文化
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● サムハラ神社

● 矢筈城跡

● めぐみ荘

● 黒木キャンプ場

● サムハラ神社

● 矢筈城跡

● めぐみ荘

● 黒木キャンプ場
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● ザランタンあば村
　（グランピング）

● あば温泉

● 尾所の桜

● ザランタンあば村
　（グランピング）

● あば温泉

● 尾所の桜
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● 声ヶ乢

● 塩手池

● 勝北マルシェ

● 声ヶ乢

● 塩手池

● 勝北マルシェテ
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● 中山神社

● グリーンヒルズ

● 横野滝

● 横野和紙工房

● 中山神社

● グリーンヒルズ

● 横野滝

● 横野和紙工房
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● 津山城跡（鶴山公園）

● 津山郷土博物館

● つやま自然のふしぎ館

● 津山城跡（鶴山公園）

● 津山郷土博物館

● つやま自然のふしぎ館

● 城東重伝建地区
　（江戸から昭和初期の町並み）

● 津山洋学資料館

● 城東むかし町家

● 城東重伝建地区
　（江戸から昭和初期の町並み）

● 津山洋学資料館

● 城東むかし町家
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● 津山駅

● 津山まなびの鉄道館

● 津山駅

● 津山まなびの鉄道館
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● 道の駅久米の里

● 梅の里公園

● 岩屋城跡

● 宮部地区のホタル

● 道の駅久米の里

● 梅の里公園

● 岩屋城跡

● 宮部地区のホタル

● 城西重伝建地区

　（寺町と近代建築の町並み）

● 作州民芸館

● 城西浪漫館

● 津山城下町歴史館

● 城西重伝建地区

　（寺町と近代建築の町並み）

● 作州民芸館

● 城西浪漫館

● 津山城下町歴史館

城下町エリア


